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☆☆９月議会 緊急報告！☆☆ 
箕面都市開発㈱（第三セクター）

が特定調停（注）を申し立て！ 
 
 

 市に借金の棒引きを迫る三セク。 
市は具体策がなく、責任も感じていない！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ９月議会の最中に、なぜ？   
  ９月１７日、決算委員会の朝に、とつぜん市か

ら「箕面都市開発㈱から、特定調停の申し立てを

行うというファックスが昨夕届いたので、説明を行

う」と連絡がありました。そして決算委員会の休憩

時間のわずか１５分あまりというタイトななかで簡単

な経過説明が行われました。さらに市長は委員会

審査よりもこの件の記者会見を優先して会議を早

退するなど、あり得ない一幕でした。 

何故、この議会中の慌しい時期に箕面都市開

発㈱は急遽申し立てを行ったのでしょうか？ 

市は事前に一切知らされていなかった、といい

ます。申し立ての内容についてもまったく分からず、

これから検討する、とのこと。経過説明のために、

市長がわざわざ豊中記者クラブでの会見に臨まな

くても、副市長や三セク担当職員、広報課の職員

など対応できる人材はいくらでもいました。 
 

箕面都市開発㈱の新社長は元市職員。 
また都市開発担当職員は何をしていたの？  

 今回のドタバタ劇は本当に腑に落ちないことばか

りです。 

市と密接な関係がもてる、といって据えた新社

長は定年退職した市の元職員です。さらに、市は

経営再生のアドバイスを行うという名目で、５月か

ら新たに“出資法人担当職員”を配置していました。

それなのに、議会中にファックス１枚で特定調停

の申し立てが市へ告げられるとは、どのような連絡

体制を行っていたのか理解に苦しみます。 

 

６年前、箕面都市開発㈱への 
１１億円融資を推進したのは倉田市長！ 
（当時は政策統括監として総務省から派遣）        
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資金繰りに行きづまって 

（注）特定調停とは？ 
多額の借金を抱える者が破産せずに返済の

負担を軽減できる制度。バブル崩壊の後遺症

＝不良債権問題の解決策として２０００年に法

制定された。大阪市の三セク（大阪ドーム、クリ

スタ長堀など）にも適用されたが、現在はあまり

活用されていない。 

債権者が調停内容に納得できなければ調

停が不成立となるケースがある。 

呆れる～



 
 
 
  
  

 
 
 

 

 

 

 

                                                                                                         

      

               
 

▼事務所は駅前サンプラザ北向いです 

 

  暮らしのこと、仕事のこと、介護のこと 
DV で悩んでいることなど何でも・・・ 

「ちょっと覘いてみたよ」って 
いうのでも結構です。 

お気軽にお立ち寄りください 

（^^） 

９月２９日（水） 
ほっと・サロン 

 
午後２時～ 

中西事務所にて 
 

 
事務所でお茶しながら、みんなでワイワイと

気軽におしゃべりしています。 
是非、一度のぞいてくださいね。 

何でも相談やってます！

お気軽にお越しください 
平日１１時～１６時 
の月・水・金に受け付けています。 
電話＆FAX ７２５－８３５１ 

中西とも子事務所 

お気軽に 
ご参加く

ださい♪ 

 

そもそも市は６年前、箕面都市開発㈱が所有

する不良債権化した土地の穴埋めに、１１億円

の融資を行いました。しかし、この６年間、同社の

経営は不透明そのもの。また、同社が管理運営

業務を行っているサンプラザ１号館は空床が目

立つなど、駅前の活性化という、まちづくり会社と

しての実績をあげることができませんでした。 

あげくに昨年１０月、駅前駐車場の管理業務

委託（指定管理者）のコンペにも他社に大差で破

れてしまい、主要な売り上げの事業を逃してしま

いました。 

しかし、何よりも問題なのは、このような第三セ

クターに対して、市が厳しくチェックしてこなかった

ことです。中西はこの６年間、一貫して同社の経

営面が精査できるよう、情報公開を求めてきまし

た。そして、具体的な事業目標、売り上げや利益

目標を明確にし、出資者としての市にも進捗管

理が分かるようにすべきだと要望してきました。し

かし、市はずっと「法人なのでそのようなことはで

きない」「結果は長い目で見るべき」などと、同社

をのん気にかばい続け、昨秋以降も業績悪化が

わかっていながら、放置してきたのです。 

誰も責任を負わないお役所体質！ 
結果として、市民の税金が無駄に遣われてし

まうのは絶対に許せません。「緊急プラン・ゼロ試

案」で財政難といいながら福祉・医療・教育ほか

の予算を削る一方で、このような甘い行政の仕

事ぶりでは市民はたまりません。 
議会も問われています。 
今度こそ、議会が一丸となって、 
厳しいチェック体制を！ 
 ６年前、予算を認めた議会にも責任がありま

す。同じ過ちを繰り返さず、厳しい監視体制をオ

ール議会で作っていかねばなりません。 




